
　

TESTIMONYTESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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　私のゲッセマネを片付けてみました。子供たちからもらった手紙、そ
して神様へ書いた手紙や、日記。リバーサイドチャーチに導かれてこの
８年間、ほんとに私たち澤口家は牧先生をはじめ、たくさんの方々に愛
されてきたなあと、しみじみ思いました。礼拝では“神様は生きている！”
と奏楽チームから感じ、みんなの賛美の姿に生ける神様を見ました。そ
して、イエス様の命懸けの愛を毎回のメッセージから与えられ続ました。
自らがまず神様の前にひざまずく姿勢をリーダーの方々に教えられまし
た。そして、神の家族の赦しあう、受け入れあう関係に神様の愛の深さ
を感じました。リバーサイドチャーチに命からがらたどり着き、拾って
もらい、愛された澤口家は教会に本当に感謝しかありません。いま、教
会に集えなくなって改めて、教会の大切さ尊さを感じ、教会がこんなに
愛おしいと思ったことがないくらい愛しいです。8年前倉敷に引っ越し
て庭にブドウの樹を植えました。この樹はおととしから、実をつけてい
ました。でも違う方向に伸ばしてしまったので、切ってしまいました。
この樹は以前住んでいたところで、枯れてしまった樹で、土地を代えた
ら実をならした復活の樹です。残念でしたが、枝を見ながら、神様は実
を結ぶため、しかも、豊かに結ぶために枝を切り落とされる。このこと
を思い出しました。教会に集えないことは未だかつてない経験で、教会
に集うことがある意味で、命のように思っていたかもしれません。（も
ちろん、ひとりひとりが教会なのですが。）だから、集えないことは本
当につらいし、みんなのことが心配です。でも、イエス様は実を結ばな
い木を見捨てて切り落とす方ではなく、豊かに実を結ぶために手入れを
される。だから、艱難があってもひとりひとりがイエス様につながり、
絶対、実を結ぶ！と信じようと思いました。いまだかつてないことがあ
るなら、いまだかつてない祈りをもって、イエス様から離れず、いまだ
かつてない実りを収穫の主に信じます！
ヨハネ１５：５
わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。人が私にとどまり、私も
その人の中にとどまっているなら、そういう人は多くの実を結びます。
私を離れては、あなたがたは何もすることができないからです。
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（ ２０２０年４月２６日 ）
（要約者：岡本英樹）

黙示録　福澤師

　今週もⅠ歴代誌(14章～20章 )を読み進めていきましょう。
先週の箇所で神の箱移送を試みましたが、神様が警告してい
たにもかかわらず、軽率な行動、方法を用いた為ウザが犠牲
となりました。今週 15章、16章で 2度目の移送を行ったこ
とが書かれています。今回はレビ人が神の箱をにない棒で肩
に担ぐのはもちろん、楽器を奏でつつ賛美の奉仕をする聖歌
隊を主力に、箱や幕屋にかかわる荷物の係や護衛などの役割
分担がされ、しっかりとした準備がなされたうえで行われま
した。15章 16 節の、「楽器を使う歌うたいとして立て」と
あるところを見ると弾き語りの出来る、賛美の賜物を持った
人たちが集められたことがわかります。そして、神の箱を運
び込み安置した後、全焼のいけにえ、和解のいけにえをささげ、
国民と賛美と共に喜んだことが描かれています。この部分を
見るだけでも、ダビデが賛美を大事にしていたことを感じ、
賛美が好きな者としてはうれしくなります。しかし、サウル
の娘であり、ダビデの妻のミカルはダビデが喜び踊っている
のを窓から見下ろし心の中でさげすんだとあります。サウル
の不信の罪は嫁いだ後の娘にも影響しているんだと感じさせ
られます。ダビデの喜びと感謝を素直に表すところとミカル
の不信から出る感情のコントラストがあるものの、神様を愛
し、愛されたダビデが導かれた知恵によって、新しい礼拝の
中心を建て上げていく恵みを感じる章です。

牧　一穂　牧師
西嵜芳栄
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１５日　泉水幸誠
１６日　梁平慧

２３日　小野田洋子
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母の日礼拝

　
それは、命です。人間は 100 パーセント死にます。それなのに人
は死を恐れ戦いを挑んできました。私たちにとって死は戦うべき相
手ではありません。そのためにイエスキリストは十字架で、私達が
この死と戦わなくて良いように、命をかけて死なれ復活されました。
コロナウイルスがなくなって戦争がなくなって、殺人や交通事故す
べての事がなくなっても、人は死を迎えます。私達は自らの死の問
題を整理できていません。だから自分の人生がどうなるか不安にな
るのです。もう一度理解しなければならないのは、私達のこの体は
死ぬということです。
だから命が与えられている期間、私たちがどう生きるかが大切です。
長く生きるのが幸せではありません。それぞれの人生に与えられた
期間が有りそれをいかに今日を生きるかが聖書の根本です。私たち
が何によって生きているのかを今一度確認しましょう。

ウイルスの次にやってくるもの、ウイルスから身を守ることは、き
ちんと手を洗うだけで、感染する確率はぐんと下がる。でも、心の
中にひそんでいて、流れていかないものがある。そいつは、お腹を
空かしてるみたいで、暗いニュースや間違った情報を、たくさん食
べて、どんどん育って、そして、ささやく。先の見えない状況を『も
うみんな助からない』と。誰にもまだ分からないことを、『誰かが
隠しているのだ』と。そいつは、人から人へと広まっていく。『あ
の人が病気になったのは、誰のせい？』『ウイルスが広まったのは、
あいつのせいだ』『世界がこうなったのは、あいつのせいだ！』そ
いつは、周りに攻撃をはじめる。人と人が傷つけあい、分断がはじ
まる。そいつは、脅かす。『もしも感染していたらどうする？』『あ
んな風に言われたらどうする？』みんな熱があっても、隠すように
なる。具合が悪くても元気なふりをするようになる。もう誰が感染
しているか分からない。ウイルスがどんどん広がっていく。鏡を見
るとそこに、もうあなたはいない。そいつの名前は『恐怖』ウイル
スの次にやってくるもの。もしかしたらウイルスよりも恐ろしいも
の。
　この動画は非常に考えさせられます。恐れや不安は私たちの覆い
となって本当に見るべきもの、するべきことをわからなくさせてし
まいます。恐れは私たちにどのような影響を及ぼすのか今日の聖書
の箇所から見ていきましょう。

クレオパともう一人の弟子は 70 人の弟子と呼ばれるイエスの弟子
でした。この二人はイエスの復活の話を聞きました。しかし弟子で
ありながら信じる事ができず、エマオという所に向かっていました。
弟子たちが集まっているエルサレムから離れようとしていたので
す。そんな時に二人の所にある男が近寄ってきました。それは復活
したイエスでしたが二人の目は遮られていてイエスだと気づきませ
んでした。（ルカ 24:19）イエスが、「どんな事ですか」と聞かれると、
ふたりは答えた。「ナザレ人イエスのことです。この方は、神とす
べての民の前で、行いにもことばにも力のある預言者でした。」と
答えます。そしてイエスの復活の話も（ルカ 24:24） 「それで、仲
間の何人かが墓に行ってみたのですが、はたして女たちの言ったと
おりで、イエスさまは見当たらなかった、というのです。」
と、二人はイエスを信じていましたが、信じていると言いつつ、現
実に生きていました。その結果、神ではなく「力ある預言者」だと言っ
てしまいます。女たちの話も「というのです。」と疑っています。
私達と良く似ています。現実と実際が違う。口では神様を信じてい
ると言いながら心の底では現実に生き完全に信じることができませ
ん。
彼らは恐れでいっぱいでした。そんな彼らがだんだん男と話してい
くうちに変わっていきます。恐れに満たされた彼等が、楽しく語り
合っているうちに、なんとなくこの人と一緒にいたいと思うように
なります。まだイエスだとわかってはいませんが、なんとなくこの
頼もしい人と一緒に居たいと思うようになります。これが今の日本
の現状でもあります。強いリーダー、物事をはっきり言ってくれる
人、どんな決断であろうと決断できる人を求めようとします。これ
は依存で、このような状況は危険です。このエマオの途上からイエ
スがこの二人の弟子に関わった方法から私たちはどうあるべきか学
ぶことができます。聖書の中にはイエスを受け入れようとした人と、
受け入れなかった人の人生が描かれています。聖書は、良いお言葉

が書かれている書物ではありません。人の生き様が書かれていま
す。創世の時代から、神様に従った人と、従わなかった人の人生
のストーリーがそのまま描かれています。

彼らの目がさえぎられていて、イエスだとはわからなかった」ル
カ２４：１６
「目がさえぎられて」とは「クラテオー」名詞は「クラトス」：「力、
支配、政治力、強さ」を表します。「この世の神が不信者の思いを
くらませる覆いをかけて、福音の光を輝かせないようにしている
状態。」であり、弟子たちは恐れ・失望・疑い等々の覆いによって
支配され、隣に立っているイエスに気が付きませんでした。エマ
オは「暖かい温泉」という意味があります。あなたは強い覆いに
より大切なものを見失い、エマオ（暖かい温泉）、昔の道や自分を
守ってくれそうな人や場所に戻ろうとする心はないでしょうか？
もしあるならば、覆いがかかっているかもしれません。

個人や集団が自らの生活への統御感を獲得し、組織的、社会的、
構造に外郭的な影響を与えるようになることであると定義される。
という意味です。私たちは独裁かエンパワーメントかを選ぶ時代
に入っています。杉原千畝、ネルソンマンデラ、イエスキリスト･
･･これらの人物がエンパワーメントと言えるでしょう。ある一人
の人がたくさんのニュースや情報の間に立ち、正しい行動をもっ
てその使命に対して最善を選び続け成し遂げていく。これがエン
パワーメントです。センメルヴエイス・イグナーツ・フュレブ（消
毒法の先駆者）もその一人でした。彼は感染についての原因を発
見しました。妊娠直後になぜ妊婦が亡くなるのかがわからなかっ
た時代に、手洗いによる死亡率の低下を学問的に確立したのです。
しかし彼の発見は結果的に医療従事者側の不衛生を立証してしま
うことになるのでその時には受け入れられず彼は精神病院に入れ
られてしまいます。そこで彼は亡くなってしまうのですが、彼の
発見は多くの命を救いました。私たちは手遅れになる前、恐れる
前に、語られたことを聴くべきです。このような時だからこそ、
自分がいつも主の前に静まれるようにしなければなりません。聖
書を読めば私たちがどうあるべきかがわかります。判断基準は聖
書だからです。コロナウイルスは世界中を揺るがし大変な問題と
なっています。マスク・手洗い・免疫力を高める等々･･･言われて
いる多くのことはずっと昔から言われてきたことでした。しかし、
それを今までどれだけの人が真剣に備えてきたでしょうか。大問
題が起きるとそのことに恐れ惑います。恐れを感じないと行動し
ない、これでは愚かではないでしょうか。正しい情報を整理して
考えて自分のとっている行動が正しいかどうかを整理しなければ
なりません。恐れるからマスクをするのでしょうか、であるなら
地球温暖化対策にも従うべきではないでしょうか。
　人の痛みを感じとれる人は、その痛みを感じて対応できます。
しかしその感性が鈍感になっていると感じられなくなります。覆
われることになるのです。隣にキリストが立っていても彼らには
わかりませんでした。覆われていたのです。食卓についてパンを
割いて初めてその男がイエスだとわかりました。私たちは「恐れ」
という覆いを取り去りエンパワーメントを選びましょう。

「エマオの道、恐れの覆い」
　　　　　　　　　　　　ルカ24：13～３6 

　　　
人間が勝てない競争

ウイルスの次にやってくるもの「恐怖」
日本赤十字社の動画
「ウイルスの次にやってくるもの」より

エンパワーメント

「エマオの道　恐れの途上」

エマオ：暖かい温泉　暖かい井戸

さいごに
　私たちはお互いの役割を尊重し隣人を愛し仕え合うと決めて
いても、何かをきっかけに自分の欲が、大事な物を無にしてし
まうことがあります。そして自分の欲を得るために相手に取っ
た行動によって結果自分を無にしてしまいます。これでは、お
互いをつぶし合うだけです。私たちは神がせよと言われたこと
を、この世に仕えながら神の義に生き、死に至るまで忠実であ
りましょう！権利を求めるのではなく、自分に任された義務を
果たそうとする人生となるように。またそのような社会になる
ように。私たち一人の生き方がとても大切です。自分の中のエ
マオを明け渡し、すべきことが行えるよう神様から力が得られ
るように祈りましょう。主よ行わせてください。この手の欲を
取り去って下さい。見るべきものから目をそらせようとするこ
の目を閉ざしてください。主の御心がなんであるか、ベタニア
のマリアのように悟る力を与えてください。死に至るまで忠実
なものとなさせて下さい。
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